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西
臼
杵
Ｆ
Ｃ(

高
千
穂
・
岩
戸
・

五
ヶ
瀬
の
合
同
チ
ー
ム)

が
、
第

48
回
延
岡
市
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
の
少
年
２
部
に
お
い
て
優
勝
し

ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
は
、
相
手
を
０
点
に

抑
え
、
４
点
を
決
め
て
圧
倒
。

　
今
村
清
美
総
監
督
は｢

夏
休
み

ま
で
は
な
か
な
か
勝
て
な
い
チ
ー

ム
で
し
た
が
、一
人
ひ
と
り
の
頑

張
り
と
保
護
者
会
の
サ
ポ
ー
ト
で

ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
優
勝
し
て
親
子
で

喜
ぶ
姿
に
感
動
し
ま
し
た｣

と
優

勝
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

第
48
回
延
岡
市
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

　
　
　
　 

　
　
少
年
２
部
　
優
勝

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
　    

　

　
町
村
の
部
　
区
間
賞(※

区
間
新)

　
1
月
9
日
に
宮
崎
市
で
開
催

さ
れ
た
、
第
13
回
宮
崎
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に
お
い
て
、

佐
藤
琉
花
さ
ん(

高
千
穂
小
６
年)

が
、
第
４
区(

１
・
２
㎞)

で
３
分

57
秒
の
区
間
新
記
録
を
樹
立
し

ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は｢

駅
伝
と
バ
ス
ケ

と
の
並
行
し
た
練
習
は
と
て
も

大
変
だ
っ
た
が
、
家
族
の
支
え

が
あ
り
が
ん
ば
れ
た
。
諦
め
ず

に
走
っ
た
結
果
で
と
て
も
う
れ

し
い
。
応
援
し
て
く
れ
た
み
な

さ
ん
へ
感
謝
し
ま
す｣

と
受
賞
の

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

え
つ
こ

る　
か

よ
し
お

　
地
域
文
化
功
労
者
表
彰(

文
部

科
学
省
大
臣)

受
賞
の
興
梠
幸
男

さ
ん
と
、
県
地
域
文
化
功
労
者

教
育
長
表
彰
受
賞
の
安
在一夫
さ

ん
が
、
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
興
梠
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

町
文
化
財
保
存
調
査
員
と
し
て

地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
。
安

在
さ
ん
は
、
県
文
化
財
保
護
指

導
員
や
町
文
化
財
保
護
委
員
を

務
め
る
と
と
も
に
、
JA
高
千
穂

広
報
誌｢

か
る
め
ご｣

に〝
西
臼
杵

の
姓
氏
〞
を
寄
稿
す
る
な
ど
、
調

査
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
文
化
功
労
者
表
彰
・
県
地
域
文
化

功
労
者
教
育
長
表
彰
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県
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
た
野
尻
泰
弘
さ
ん
と
喜

田
鉞
子
さ
ん
が
、
町
長
室
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
野
尻
さ
ん
は
、
長
き
に
わ
た
り

県
北
部
の
社
会
教
育
の
振
興
に
寄

与
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
習
指
導

を
行
う
な
ど
、
町
の
学
習
支
援
に

欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
喜
田

さ
ん
は
、
町
公
民
館
女
性
連
絡

協
議
会
や
郡
女
性
連
絡
協
議
会
、

町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、
社

会
教
育
や
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
寄
与
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認

め
ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

県
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
賞
報
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『T-LABO』ってご存知ですか？

高千穂町岩戸出身。
令和4年4月に着任。
高千穂高校魅力向上コーデ
ィネーターとして高千穂高
校に常駐し活動中。主なミ
ッションは高千穂高校ICTま
ちづくりLABO『T-LABO』
の活用。最近の悩みは増え
続ける白髪。

Kudo Takahiro
工藤　天裕

　T-LABOの活用として、本年度は主に高校生の
利用促進に向けた取り組みを行ってきました。
　例えば、テスト期間中はT-LABOを21時まで
自習スペースとして開放しています。
　ただの自習スペースとして開放するのではな
く、軽食を用意した
り、冬はコタツを用
意したりと自分に
合ったスタイルで
自由に学習できる
空間づくりを大切
にしています。
　この学習会は、“生徒満足度98%”を獲得して
います（事後アンケートの結果より）。
　また、毎週金曜日の放課後には、ボードゲーム
などの遊びの中から探究学習や進路選択に必要
なスキルを身につけていく『LABO-ASOBI』とい
うイベントを実施しています。

　来年度は、町民のみなさんにも興味を持って
いただけるようなイベントを企画していく予定
ですので、ぜひ『T-LABO』に遊びに来ていただけ
ると嬉しいです。

☞T-LABOのホームページはこちら

冬にはコタツもあります。

パソコンや Tシャツプリンター
もあります。

西臼杵３町の形をした机
があります。

　厳しい冬の真っ最中ですが皆様いかがお過ご
しでしょうか？家のエアコンが壊れ気味なので、
コタツで極寒の高千穂を乗りこなす高千穂高校
魅力向上コーディネーターの工藤です。
　さて、今回は私が管理を任されている高校の
施設について紹介したいと思います。
　施設の名前は“高千穂高校ICTまちづくり
LABO『T-LABO』”です。
　場所は、高千穂高校の図書館が入っている建
物の2階にあります。剣道場の奥にある建物と言
った方が分かりやすいでしょうか。
　T-LABOとは、2021年7月にオープンした施
設で、ICT機器を使って会議や交流・ ものづくり
ができる施設です。

 　
　簡単に言うと、T-LABOはパソコンやタブレッ
トを使った作業ができたり、オンライン会議の
システムを使って、遠く離れた人とつながった
りできる施設ということになります。
　T-LABOの最大の特徴は、高千穂高校の敷地内
にある施設でありながら、高校生だけでなく、町
民の方はどなたでも無料でご利用いただける点
です。
　現在は、高校のPTAのみなさんにイベント会
場としての利用や、オンライン会議やセミナー
会場として利用していただいています。
　ご利用方法は簡単で、下にあるQRコードから
飛んでいただくか、「高千穂高校 T-LABO」で検
索し、専用フォームからご予約いただけます。
また、紙ベースでの申請も受け付けております。


